
IOSの活用にはアナログ印象とは異なる形成・圧
排技術が求められる。たとえば「IOSの光が確実に
届く」「明瞭なフィニッシュライン」「ミリング加工
に適している」などの要件を満たすことが必要で
ある。不適切な形成は歯科技工士の負担増や装着
時の脱離・破損を招きかねない。本書では光学印象
に適した形成・圧排の基礎や臨床の勘所を解説。デ
ジタル補綴臨床の基礎を固める1冊である。形成・
圧排時おすすめツール一覧も収載。

デジタルデンティストリーの基礎固めに最適な1冊！

デジタル化が一層広がる今、
確実な一歩を踏み出すために！
――本書では実践的で
わかりやすく学べます。
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Part 3　IOS のための歯肉圧排

�� 歯೑圧排ํ๏のछྨとબ୒基४
（Part 3-234 参照）

　歯肉圧排方法には、機械的圧排法、化学的圧排法、
外科的圧排法および機械的と化学的を併用した機

械・化学的圧排法がある（表1）。
　18ページで紹介したように、歯肉圧排による弊
害も起きかねないため、圧排法について理解すると
ともに、それぞれの症例に適した圧排法を選択する
ことが基本である（図6）。

表 1  各圧排法の特徴と適応症の比較
機械的圧排法 化学的圧排法 機械・化学的圧排法 外科的圧排法

⃝圧排糸やプロビジョナ
ルレストレーション等で
物理的に辺縁歯肉を排除
する方法
⃝力加減・時間管理に注
意が必要

⃝収斂作用のある薬剤で
歯肉溝を拡大
⃝滲出液や出血を抑制す
る
⃝硫酸鉄、塩化アルミニ
ウムで特性が異なる

⃝薬剤を含浸させた圧排
糸で機械的・薬物的作用
を併用する方法
⃝臨床でもっとも多用さ
れている

⃝電気メスやレーザー等
で辺縁歯肉を切除
⃝侵襲が大きい点に注意

硫酸鉄 塩化
アルミニウム

止血効果 △ ◎ ○ ◎ ◎

操作性 △ △ ○ ○ ○

審美領域 ◎ × ◎ ○ △

印象材への影響 ◎ × ◎ ○ ○

歯肉ダメージ △ △ ○ ○ ×
選択ポイント
⃝歯周組織の健康状態、炎症の有無
⃝審美性の要求度（前歯部・臼歯部）
⃝歯肉溝の深さ、フィニッシュラインの位置
⃝出血、滲出液のコントロールの必要性
⃝歯肉のバイオタイプ（厚み・形態）
⃝処置の所要時間、緊急性

◎＝優　○＝良　△＝可　×＝不可
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1 臨床に活かす歯肉圧排の基礎知識

図 6  症例に応じた圧排法の選択

歯肉縁上、
歯肉同縁 歯肉縁下

非常に深い
歯肉縁下や
増殖、形態不良

Thin-scallop
type

Thick-flat
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化学的圧排法
（アルミニウム系推奨） 機械的圧排法

シングルコードテクニック

フィニッシュライン

歯肉のバイオタイプ

ダブルコードテクニック
（必要に応じて化学的圧排法を併用）

化学+外科併用
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2 IOS のための形成の勘所――クラウン編、インレー・アンレー編

表 3  IOS のための支台歯形成の勘所――臼歯部

⃝安定した形状：臼歯部は咀嚼力が強いた
め、支台歯の形状においては機能時に歯冠補
綴装置が安定していることが重要。円錐形や
テーパー型が望ましい。隅角部は、線角の明
確な丸みを付与し、クラック発生防止のため
に段差を作らないことが大切である。
⃝適切なテーパー：前歯より若干大きめで約
10度以内のテーパーが推奨される。補綴装
置の脱着がスムースになる。
⃝明確なフィニッシュライン：臼歯部もフィ
ニッシュラインは明確で、 歯肉との接触が
適切であること。基本は歯肉縁上であるが、
0.5mm以内の浅い縁下形成も可。そのため

には、歯肉溝の深さの事前評価を行う（69ペ
ージ参照）。
⃝十分な厚み：補綴装置の強度を維持する
ため、特に咬合面の厚みを考慮すること。使
用材料による必須の厚みを確保する（46ペー
ジ参照）。

――咬頭の削除量は、基本的には機能咬頭
1.5mm/非機能咬頭1.0mmの選択的切削
を行い、セントリックストップのための明確
な形成を行う。
――軸面は、6～10度の均一テーパー（近
遠心・頬舌面とも）、アンダーカットの完全除
去（デジタルチェック必須）を行う。

図 13  光学印象に適切な支台歯形態

光学印象およびCAD/CAMに適切な臼歯部の支台歯形態。これらを守ることが大切。ただし、用いる材料で若干数値
は変わる。
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Part 2　IOS のための支台歯形成・窩洞形成

図 11  光学印象に適切な支台歯形態

光学印象およびCAD/CAMに適切な前歯部の支台歯形態。ただし、用いる材料で若干数値は変わる。

前歯部 ⃝クリアランス量は使用材料による
（46ページ参照）。
⃝多面的な軸面形成。隅角部などの
角を無くして丸める。

図 12  光学印象に適切な前歯部支台歯形態と CAD デザイン

適切に形成すると光学印象採得も容易で、正確なデータが得られる。
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モノクロデータ 歯冠補綴装置設計後のモノクロデータ
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アナログ印象時の形成・圧排技術ではうまくいきません！

Part 1　IOSを使用した補綴装置製作成功のカギとは
1IOSとは―その優位性―
2補綴装置製作の基本原則とIOS
3不適切な支台歯形成・窩洞形成および歯肉圧排の弊害
4歯科技工士から見た、適切な支台歯・窩洞形態と歯肉圧排
による印象とは?（概論）
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4形成時のおすすめツール
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適切に形成すると光学印象採得も容易で、正確なデータが得られる。

モノクロデータ

られます。

おすすめツール一覧では、ご自

身の臨床に合ったツールを選ぶ
ヒン

トも紹介しています。

IOS の活用にあたっては、たとえば……
✓ IOS の光が確実に届く
✓ 明瞭なフィニッシュライン
✓ ミリング加工に適している

などの要件を満たした形成・圧排が必要です。本書ではポイントを絞り、入門者向けに解説します。
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